
取組名

取組み詳細

市販ソフト ・特になし

参考資料等 ・特になし

適用条件等 ・特になし

□意識改革　■業務削減　□効率化　□人材育成・教育　■ワークシェア

□適正工期　□休暇　□ワークライフバランス　□その他
検索用分類

効果

・工事書類の完成が早い。

・現場施錠＝業務終了と出来た。

・各々で業務の効率化を図ろうとする動きがみられた。

利点

・時間に余裕が出来ることで、気持ちにも余裕ができ次工程への取組が

できる。

継続の

ポイント

・雑工事および派遣事務員の費用確保

・次工程へ取り組む際に事前教育を実施する

改善点

・1日から週間目標まで設定できるようにしたかった。

取組み概要

・若手社員への業務負担軽減

・1日の行動目標時間の設定 取組みの

背景・課題

・現場での軽作業、事務所での事務処理作業を軽減することで労働

時間の削減を図る。

・1日の行動時間を設定し、目的を持って業務に取り組む。

（書式から各自で作成）
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ソフトマネジメントによる労働時間削減の好事例

業務の負担軽減および目標時間管理を設定

取り組んだ現場の休暇取得状況 4週8閉所（4週8休）

事務員

軽作業員

若手社員

事務所内作業を

サポート

現場内作業を

サポート

若手社員への業務負担軽減

1日の行動目標時間の設定


